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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

１）ERMタンパク質とMT1-MMPとの相互作用 
昨年度に決定した MT1-MMP の細胞内領域と FERM ドメインとの複合体構造に基づいて，ビ

オチン化したペプチドを用いた結合領域の限定や厳密で定量的な結合実験を，BIAcore を用い手
検討して論文作成の準備を進めた． 

 
２）Tiam1/Tiam2 の結晶構造 

Tiam1/Tiam2のPHCCExドメインの結晶構造に基づいて，結合タンパク質であるCD44、Par3，
JIP2，あるいはephrin B1,2,3やNMDA受容体との相互作用部位の特定の結合実験を行った．その
結果，酸性残基に富む2つの配列モチーフを発見した．また，PHCCExドメイン表面の塩基性残
基の一連の変異実験をして，CD44などの標的タンパク質の結合部位を同定した．更に，培養細
胞を用いたin vivoでの実験で，相互作用の重要性を確認した．これらの成果をまとめて論文を作
成して出版した． 

 
３）Tiam1/Tiam2-CD44、-Par3，-JIP2 複合体の結晶化と構造解析 

上記の結晶構造研究に用いたTiam1やTiam2のPHCCExドメインと，標的タンパク質である 
CD44、Par3，JIP2，あるいはephrin B1,2,3との複合体の結晶化を試みた．タンパク質比，タンパ
ク質濃度，温度等も変化させながら，現有ロボット（HYDRA-II）を使って大規模なスクリーニ
ングを試みたが，構造解析に用いられる結晶は得られなかった．

 

 

 

10. キーワード 
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11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
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EMBO J. 有 29 2 0 1 0 236-250 
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著 者 名 論  文  標  題 
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著 者 名 論  文  標  題 
箱嶋 敏雄 ジベレリン受容体のジベレリン識別とエフェクター認識 
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Kohji Murase Mechanism of gibberellin perception and DELLA protein recognition by 

the Arabidopsis gibberellin receptor 
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Plant Biology 2009 (Joint Annual Meetings of th
e American Society of Plant Biologists and the Ph
ycological Society of America) 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
Kohji Murase Structure-function analysis of GA receptor and DELLA protein in  

Arabidopsis 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
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学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 


